
東日本・家族応援プロジェクト＋（プラス） ２０２２ in 多賀城

主催：東日本・家族応援プロジェクト＋（プラス）多賀城実行委員会
共催：多賀城市文化センター指定管理者、おおぞら保育園
協力：立命館大学大学院人間科学研究科

★参加されるみなさまへお願い
新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、イベントを中止・延期する場合
があります。
感染拡大防止の為、風邪の症状や発熱のある方のご来場は、自粛願います。ご
来場の際は、検温・手洗い・アルコール消毒の実施やマスク着用などご協力を
お願い致します。

「東日本・家族応援プロジェクト＋（プラス）」
ってなあに？

会場：多賀城市文化センター
多賀城市中央２丁目２７−１
仙石線多賀城駅下車 ／ 徒歩約7分

無料

「東日本・家族応援プロジェクト＋（プラス）多賀
城実行委員会」は、立命館大学震災支援プロジェク
トの１１年の活動に思いを馳せ、今年度より地元有
志で実行委員会を立ち上げ、活動しています。

問合せ先
東日本・家族応援プロジェクト＋（プラス）多賀城実行委員会

e-mail：maruyama231120461@yahoo.co.jp
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団士郎の漫画トーク

時間：12:20～13:50
（受付開始：12:00）

場所： 2階 展示室
高校生以上の方なら、どなたでも！

お席に限りがありますので、お早めに！

団 士郎さんでどんな人？

立命館大学客員教授
家族心理臨床家
漫画家

士郎さん.com (shiro-san.com) 

1947年京都生まれ。児童相談機関、障害者相談機
関の心理職25年を経て、1998年に独立。仕事場
D・A・Nを主宰。全国で家族療法のワークショッ
プや講演会も数多く開いている。家族心理臨床と
創作漫画を融合した教材作成を試行中。
2011年から東北4県で「東日本・家族応援プロ
ジェクト」実施中。社団法人・日本漫画家協会会
員。漫画集団「ぼむ」同人。

【主な著書】 『不登校の解法』（文春新書,
2000）、『家族力×相談力』（文春新書, 2008）、
『わが子が小学校に上がる前に読みたい木陰の物
語』（ホンブロック, 2021）、『家族の練習問題
～木陰の物語～第1巻～8巻』（ホンブロック,
2006～）など。

～講師 団士郎さんからのメッセージ～

私達は皆、「思い出」と名付けた記憶の束を抱えて
生きています。一人ひとりの固有のちいさな物語で
す。
それが大きく損なわれたり、失われたりするのが災
害です。
そんな人々のいる場所に、しばしの時が過ぎてから
でいい、目を向けられるようになったら見てもらい
たいと思ってギャラリーを設定しました。
こころがすこし不安になった時、誰かの小さな物語
に触れることでまた歩み出せる力がある。そんなお
話をします。お時間が合えば是非ご参加ください。

団士郎
家族漫画展

8/27（土）～9/１１（日）

回廊アート
どうぞごゆっくりご覧ください
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★参加者アンケートより
• 家族をはじめ、スタッフの方々の協力もあり、団士郎

さんの講演を聞く機会をもらえました。今まで少し自
分の考え方をマイナスに見ていたのかなと思え、見方
を変える方法を知ることが出来ました。子どものため
にマイタウンへ来ましたが、自分のための良い時間と
なりました。ありがとうございました。

• 出来る事は難しい事ではなくて身近な所からという事
がしっかり認識できてとても良かった。

mailto:maruyama231120461@yahoo.co.jp
https://www.shiro-san.com/

